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本
市
が
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
事
項
の
認
知
度
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　

下
記
グ
ラ
フ
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、①
芦
屋
市
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
、②
第
二
次
芦
屋

市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画

（
後
期
計
画
）ウ
ィ
ザ
ス
・
プ
ラ

ン
、③
芦
屋
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー　

ウ
ィ
ザ
ス
あ
し
や
、

④
男
女
共
同
参
画
週
間
記
念
事

業（
毎
年
六
月
に
実
施
）、⑤
芦

屋
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

通
信「
ウ
ィ
ザ
ス
」、⑥
芦
屋
市

男
女
共
同
参
画
団
体
協
議
会
、

⑦「
女
性
の
悩
み
相
談
事
業
」に

　
「
各
分
野
に

お
い
て
ど
の
程

度
平
等
だ
と
思

う
か
」の
問
い

に
対
し
、『
就

職
・
雇
用
』、『
職

場（
賃
金
・
昇
進

等
）』、『
政
治
の

場
』、『
社
会
通

念
・
習
慣
・
し
き

た
り
な
ど
』、『
社
会
全
体

と
し
て
』の
項
目
に
お
い

て
、約
七
割
の
人
が�
男
性

優
遇�
と
感
じ
て
い
る
と

い
う
結
果
で
し
た
。

　

そ
の
一
方
、『
学
校
教
育

の
場
』で
は「
平
等
で
あ

る
」と
感
じ
て
い
る
人
の

割
合
が　

・
３
％
と
な
っ

66

て
い
ま
す
。

　

前
回
調
査
と
比
較
す
る

と
、
�
男
性
優
遇�
と
感
じ

て
い
る
人
の
割
合
は
、『
家

庭
生
活
』・『
法
律
や
制
度

の
上
』・『
社
会
通
念
・
習

慣
・
し
き
た
り
な
ど
』で
、そ

れ
ぞ
れ
約
７
％
か
ら
９
％

程
度
、減
少
し
て
い
ま
す
。

％
と
な
っ
て
い
る
一
方
、現
実
で
は『
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
仕
事
を
優
先
』の
割
合
が

最
も
高
い　

・
７
％
と
な
っ
て
お
り
、希
望

61

と
現
実
で
の 
乖
離 
が
見
ら
れ
ま
す
。

か
い
り

�
�
�
�
�
�
�

　
『
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動
』や「
子
ど
も

会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
青
少
年
育
成
活
動
」

等
の
市
民
活
動
の
参
加
状
況（
複
数
回
答
）

に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、「
い
ず
れ
の
活
動

に
も
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
」の
割
合
が

　

・
８
％
と
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

37
　

活
動
に
参
加
し
な
い
理
由
と
し
て
は
、

『
仕
事
が
忙
し
い
』（　

・
１
％
）、『
ど
ん
な

35

活
動
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
』（　

・
０
％
）

31

の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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を
受
け
た
と
答
え
た
人
は
７
・
３
％（
女
性

９
・
６
％
、男
性
３
・
５
％
）で
し
た
。ま
た
、

相
談
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、「
ど
こ

（
だ
れ
）に
も
相
談
し
な
か
っ
た
」の
割
合

が　

・
６
％
を
占
め
、被
害
が
潜
在
化
し
て

45
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
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『
夫
は
外
で
働
き
、妻
は
家
庭
を
守
る
べ

き
で
あ
る
』と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
、

�
賛
成�
と�
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
賛
成�
を

合
わ
せ
た〈
賛
成
〉の
割
合
は
男
性　

・
７
45

％
、女
性　

・
５
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
�
ど

36

ち
ら
か
と
い
う
と
反
対�
と�
反
対�
を
合

わ
せ
た〈
反
対
〉の
割
合
は
女
性　

・
４
％
、

51

男
性　

・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

42
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ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と

生
活
の
調
和
）の
希
望
と
現
実
に
つ
い
て

の
質
問
で
は
、希
望
は「
仕
事
と
生
活
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
」の
割
合
が
最
も
高
く　

・
０
68

���������

　

配
偶
者
の
い
る
人
で
過
去
五
年
間
に
、

身
体
的
暴
力
・
心
理
的
暴
力
・
性
的
暴
力
・

経
済
的
暴
力
・
社
会
的
暴
力
の
い
ず
れ
か

の
暴
力
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
た

人
は
、　

・
２
％（
女
性　

・
４
％
、男
性
８
・

15

19

２
％
）で
し
た
。、こ
の
う
ち
、何
度
も
被
害

�
��
�
�
�
�
�
���

　
「
子
ど
も
に
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
し

て
ほ
し
い
か
」と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、

『
社
会
的
な
地
位
を
得
る
よ
う
に
』、『
経
済

的
に
自
立
で
き
る
よ
う
に
』、『
家
事
な
ど

身
の
回
り
の
こ
と
が
自
分
で
で
き
る
よ
う

に
』、『
自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り
言
え
る

人
に
』、『
本
人
の
個
性
や
才
能
を
生
か
せ

る
よ
う
に
』の
項
目
の
う
ち
、女
の
子
に
比

べ
男
の
子
に
対
し
て�
社
会
的
地
位
や
経

済
的
自
立�
、男
の
子
に
比
べ
て
女
の
子
に

対
し
て
は�
家
事
な
ど
の
習
得�
に
期
待
す

る
傾
向
が
み
ら
れ
、特
に『
経
済
的
に
自
立

で
き
る
よ
う
に
』で
は
、女
の
子（　

・
５
48

％
）に
比
べ
男
の
子（　

・
５
％
）で�
重
要�

87

の
割
合
が
、『
家
事
な
ど
身
の
回
り
の
こ
と

が
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
』で
は
、男
の
子

（　

・
８
％
）に
比
べ
女
の

47子（　

・
８
％
）で�
重
要�

74
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
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相
談
し
な
か
っ
た
理
由
と

し
て
は
、「
相
談
す
る
ほ
ど
の

こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
た
」の

割
合
が　

・
２
％
と
最
も
高
く
、

52

「
自
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ

る
と
思
っ
た
」（　

・
８
％
）、

32

「
自
分
さ
え
が
ま
ん
す
れ
ば
、な
ん
と
か
こ
の
ま
ま
や
っ
て

い
け
る
と
思
っ
た
」（　

・
４
％
）と
続
い
て
い
ま
す
。

25

つ
い
て
は
、す
べ

て
の
事
項
で「
言

葉
も
内
容
も
知
っ

て
い
る
」と
答
え

た
人
の
割
合
は
低

く
、数
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
①
③
⑦
に

つ
い
て
は
、「
言
葉

も
内
容
も
知
っ
て

い
る
」と「
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
あ

る
」を
合
わ
せ
た

�
知
っ
て
い
る�
と

い
う
か
た
の
割
合

は
、三
割
を
超
え

て
い
ま
す
。
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
中
学
二
年
生
を
対
象
に
、
五

日
間
学
校
を
離
れ
、
地
域
・
職
場
・
自
然
の
中
で
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
共
に
生
き
る
心
」

や
「
感
謝
の
心
」
を
育
み
、
自
立
し
て
生
き
る
力
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
地
域
に
学
ぶ『
ト
ラ
イ

や
る
･
ウ
ィ
ー
ク
』」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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平
成
二
十
四
年
度
の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
�
　

五
月
二
十
八
日
〜
六
月
一
日

�
�
�
�
�
�
　

六
月
四
日
〜
八
日

�
�
�
�
�
�
　

六
月
十
一
日
〜
十
五
日
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�
�
　

十
一
月
五
日
〜
九
日
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こ
の
ト
ラ
イ
や
る
体
験
期
間
に
、
中
学
二
年
生
の
受

け
入
れ
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
市
内
の
事
業
主

の
か
た
は
、
学
校
教
育
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
範
囲（
学
校
・
人
数

　

等
）で
構
い
ま
せ
ん
。

※
期
間
中
に
定
休
日
の
あ
る
場
合
は
、
前
後
の
土
曜
日

　

ま
た
は
日
曜
日
に
か
け
て
、
五
日
間
の
受
け
入
れ
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、

生
徒
が
活
動
し
て
い
る
姿
を
温
か

く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
格
別
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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�����　４月１日～６月24日〈月曜日
休館〉午前10時～午後５時（入館は４時30分
まで）　���　展示室　���　時代の
風俗・流行・世相の動向に敏感だった谷崎潤
一郎は、出版戦略も巧みでした。「源氏物語」
「細雪」「鍵」などの名作を世に送り出す天性
のプロデューサーの業績を、「潤一郎訳源氏
物語」の漆塗り箱入りの限定愛蔵本や、挿し
絵に起用した棟方志功の作品等・資料約100
点から検証　����　300円　

���������������

���　４月３日（火）午後２時30分～４時30分　���　
講義室　���　印を彫り、心に思い浮かんだ文章をした
ためた印てがみ作成　���　全日本篆刻連盟会員・新倉
希美氏　���　12人　����　2,000円（材料費含む）
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内
閣
府
で
は
、エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ

（
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
、自
ら
の
責
任
と
能

力
に
お
い
て
、自
由
で
生
き
生
き
と
し
た

生
活
を
送
る
）を
実
践
し
て
い
る
高
齢
者
、

ま
た
地
域
で
社
会
参
加
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
を
、次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

自
薦
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
が
、推
薦
者

は
高
年
福
祉
課
に
あ
る
推
薦
書
類
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、三
月
二
十
三
日（
金
）

ま
で
に
同
課
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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�
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次
の
い
ず
れ
か
を
実
践
し
て
い
る
、

　
　
　
　

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
か
た

①
過
去
に
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
、

　

高
齢
期
の
生
活
で
社
会
に
還
元
し
活
躍

②
自
ら
の
時
間
を
活
用
し
、近
所
づ
き
あ
い

　

や
仲
間
内
な
ど
で
の
支
え
合
い
活
動
に

　

積
極
的
に
貢
献

③
中
高
年
か
ら
一
念
発
起
し
て
、物
事
を

　

成
し
遂
げ
た

④
壮
年
期
に
達
成
し
た
地
位
や
体
面
等
に

　

と
ら
わ
れ
ず
、高
齢
期
を
新
し
い
価
値

　

観
で
生
き
生
き
と
生
活
し
て
い
る

⑤
自
ら
の
努
力
・
習
練
等
に
よ
り
、優
れ
た

　

体
力
・
気
力
等
を
維
持
し
活
躍
し
て
い
る

⑥
地
域
社
会
の
中
で
、地
域
住
民
の
リ
ー

　

ダ
ー
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
な
役
割
を
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発
揮
し
、生
き
生
き
と
生

　

活
し
て
い
る
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�
　

積
極
的
な
活
動
を
通
じ
、

社
会
と
の
か
か
わ
り
を
持
ち
、

生
き
生
き
と
充
実
し
た
生
活

を
送
り
、お
お
む
ね
六
十
五

歳
以
上
の
か
た
で
構
成
さ
れ
、

活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
等

�
�
�
�
�

①
支
え
合
い
活
動（
若
者
へ
の

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
子
育
て

　

支
援
・
高
齢
者
見
守
り
等
）

②
趣
味　

③
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

④
生
産
・
就
業（
起
業
を
含
む
）

⑤
教
育
・
文
化

⑥
生
活
環
境
改
善

⑦
安
全
管
理

⑧
福
祉
・
保
健

⑨
地
域
行
事
・
自
治
会

⑩
そ
の
他

　市では、市民の皆さんからの公募写真でつづっ
た市制施行70周年記念写真集「芦屋の四季・70選」
を、好評発売中です。
　市民の皆さんが切り撮った美しい現在の芦屋
風景を、市制施行70周年の記念として、未来の
自分への、また遠方のご家族や親しいかたへの
プレゼントとして、ぜひご活用ください。
����　市役所北館１階行政情報コーナー・
　　　　　ラポルテ市民サービスコーナー　
����　1,000円

��������	�������������	
���

�������	
��������

�������� ������

　市では、昨秋「芦屋シティグラフ」（Ａ４判・52ページ
／全カラー刷り）を発行しました。
　写真とイラストを多用し、芦屋の自然や史跡・名所、
市内の施設やまちの楽しみ方を紹介。後半には、行政
の動きや統計などの情報も掲載しています。
　眺めるだけでも楽しい１冊。ぜひ、一度手に取って
ご覧ください。
　「芦屋シティグラフ」は、下記で発売しています。
����　市役所北館１階行政情報コーナー・
　　　　　ラポルテ市民サービスコーナー
����　300円

�������	
��������

　公的な証明書としてご利用いただける写真付き「住民基本台帳カード」の、申請に
添付する証明写真の無料撮影サービスを、次のとおり実施します。
　なお、「住民基本台帳カード」の申請方法等について不明な点がありましたら、市
ホームページを参照または上記へ問い合わせください。
�����　３月16日～12月28日・平日の執務時間内
�����　市民課19番窓口（市役所北館１階）
�����　申請者の本人確認資料（下記参照）２点・印鑑
�� � �　500円
������
　あらかじめ、下記の点についてご了承くださいますよう、お願いします。
●撮影を希望のかたは、撮影・印刷時間等も考慮の上、余裕を持ってお越しください。
●写真撮影は、デジタルカメラを使用し、職員が行います。
●写真は、無帽で正面から撮影します。
●撮影した写真は、「住民基本台帳カード」の申請以外には使用できません。
●撮影した写真は、お渡しすることができません。

�������	
�����������
�������	
��������

�������	
���
��������	
����	����������������� !�"#$%&�'(��)�
�������	
������������������������
�������	
�������������������������������������
�������	
������������������������������ !"�#$�
�������	
�������������������������������������
��������	
�������������������������� !�"#$%&'�
�������	
����������������	
����������� ��
��������	
�������	
�����������������	
������	
���
���������	
���	��������������	������	��	��	 !"#$�
�������	
����
��������
�������������� �


